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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡

市
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
数
・
会
員

数
の
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

加
入
促
進
の
努
力
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
残
念
な
が
ら
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
の
自
治
会

等
の
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
会

員
増
強
に
一
層
の
努
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、「
人
生

１
０
０
年
時
代
」
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

楽
し
く
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
掲
げ
る
三
大

目
標
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
柱

に
、
幅
広
い
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
活
動
は
、
生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し

い
活
動
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。「
地
域
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
」、「
入
っ
て
良

か
っ
た
」
と
、
感
じ
て
い
た
だ
け
る

ク
ラ
ブ
に
な
り
ま
す
よ
う
、自
治
会
・

社
会
福
祉
協
議
会
等
の
団
体
と
の
連

携
を
深
め
、
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く

り
に
と
も
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
理
念
の
も
と
、
地
域
福
祉
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
第
８
回
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
大
会
で
は
、
芸
能
発
表
会
が

行
わ
れ
、
日
頃
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鳥
取
大
会
の

ペ
タ
ン
ク
競
技
に
お
い
て
、
シ
ニ
ア

謹
賀
新
年

静
岡
市
長 

　
難
波
　
喬
司

新
年
の
ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人 

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

　

会
長 

　
豊
島
　
彰
司

令
和
７
年   

会
長
・
市
長
年
頭
あ
い
さ
つ



シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
活
動

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
活
動

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（3）第 40 号 市 老 連 だ よ り 令和 7 年 1 月発行

ク
ラ
ブ
会
員
の
方
々
が
好
成
績
を
収

め
ら
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
皆
様
の
活
動
が
、

自
ら
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
に

と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
美
化
活
動
や

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
ま
で
幅
広
く

対
応
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、改
め
て
、

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
今

後
も
、
皆
様
の
知
識
と
経
験
を
生
か

し
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
「
安
心
感
が
あ

る
温
か
い
社
会
」
を
目
指
し
て
、
市

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

皆
様
が
、
こ
の
ま
ち
の
未
来
に
夢
や

希
望
を
持
て
る
、
そ
ん
な
静
岡
市
に

し
た
い
。
こ
れ
が
私
の
熱
く
、
強
い

思
い
で
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
温

か
い
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
皆
様
の

な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市

の
益
々
の
ご
発
展
、
そ
し
て
、
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
新
任
会
長
研
修
会
が

７
月
12
日
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
今
年
度
新
た
に
単
位
ク
ラ

ブ
の
会
長
に
就
任
さ
れ
た
新
任
会
長

40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
井
出
副
会

長
の
「
新
任
会
長
と
し
て
の
心
構

え
」
に
つ
い
て
の
講
話
の
後
、
内
田

事
務
局
長
か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
組
織
と
運
営
」
に
つ
い
て
及
び

国
か
ら
各
単
位
ク
ラ
ブ
に
交
付
さ

れ
て
い
る
補
助
金
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、

宮
城
島
折
戸
地

区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
女
性

委
員
長
か
ら「
新

任
会
長
体
験
談
」

と
講
義
が
続
き
、

次
に
事
務
局
か

ら
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
静
岡
市
と
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
紹
介
と
積
極
的
な
利
用

が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
最
後

に
全
員
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
協
議
が

あ
り
、
新
任
の
会
長
の
皆
さ
ん
は
、

初
め
て
の
顔
合
わ
せ
に
か
か
わ
ら

ず
、
熱
心
に
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

新
任
会
長
研
修
会
が

開
催
さ
れ
る
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　10月4日、清水文化会館マリナートにおいて第8回シニ
アクラブ大会が盛大に開催されました。第1部表彰式は、31
の個人と団体が表彰されました（下記名簿参照）。第2部講
演会は、若宮正子氏から「老いてこそデジタルを」のお話があ
りました。第３部芸能発表の部は、８団体が日頃の練習の成
果を披露されました。多数のご参加ありがとうございました。

区 氏　　名

葵　区

新庄　睦男
杉山　静子
静賀　正雄
岡本　　保
天野　博文

駿河区
河口　　久
青山　文代

清水区

平垣　清人
前澤　鶴代
渡邉　芳子
平口　　昭
伊藤美恵子
石野　亘司
内藤　　勇
久保田文江
田邊　安裕

会長 5年以上功労者会長 5年以上功労者
区 氏　　名

清水区

金指　厚子
後藤百合江
大滝　時江
高木　𠮷正
磯部　久子

役員 10年以上功労者役員 10年以上功労者

順　位 区 クラブ名
1　位 葵　区 第二長生会
2　位 清水区 有東坂今泉一区楽寿会

3　位
清水区 シニア堂林クラブ
清水区 村松中和朗会

会員増強特別賞会員増強特別賞

区 クラブ名
駿河区 登呂本町睦和会
清水区 折戸地区シニアクラブ連合会

優良クラブ優良クラブ

区 氏　　名
清水区 遠藤　幸代
事務局 石間　典代

関東甲信越静ブロック関東甲信越静ブロック
老人クラブ連絡協議会老人クラブ連絡協議会

区 クラブ名
清水区 渋川北シニアクラブ

全国老人クラブ連合会全国老人クラブ連合会

事務局 内田　　篤
永年勤続永年勤続

第 1 部 ： 表 彰 式 　 表 彰 者第 1 部 ： 表 彰 式 　 表 彰 者

シニアクラブ大会が開催されるシニアクラブ大会が開催される
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ま
す
。災
害
時
の
避
難
指
示
を
即
時

に
知
る
こ
と
が
出
来
た
り
遠
隔
地
へ

の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
可
能
で

す
。友
達
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で

孤
独
化
を
避
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

思
い
出
せ
な
い
言
葉
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
何
時
で
も
検
索
出
来
る
の

で
度
忘
れ
対
策
に
も
有
効
で
す
。人

生
１
０
０
年
時
代
を
楽
し
く
有
意
義

に
生
き
抜
く
た
め
に
は
、自
身
が
学

び
新
時
代
に
な
れ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。そ
の
学
び
を
Ａ
Ｉ
に
手
伝
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。Ａ

Ｉ
は
質
問
す
る
と
な
ん
で
も
答
え
て

く
れ
ま
す
。で
も
Ａ
Ｉ
は
全

部
正
解
と
は
限
ら
な
い
の

で
あ
く
ま
で
も
参
考
に
す

る
と
い
う
姿
勢
が
必
要
で

す
。シ
ニ
ア
の
英
知
や
知
恵

が
活
か
さ
れ
ま
す
。私
自
身

60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
面
白

く
な
り
ま
し
た
。
70
・
80
歳

代
は
伸
び
盛
り
で
す
。と
り

あ
え
ず
な
ん
で
も
や
っ
て

み
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
と
に
か
く
バ
ッ

ト
を
振
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
２
部 : 

講
演
会 

　

若
宮
正
子
氏
「
老
い
て
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
を
」

　

30
年
ほ
ど
前
銀
行
を
定
年
退
職
後

母
親
の
介
護
を
し
て
い
る
時
、独
学

で
パ
ソ
コ
ン
を
習
得
し
ま
し
た
。介

護
を
し
て
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
広
い
世
界
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

た
た
め
孤
独
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。私
も
参
加
し
て
い
る「
メ
ロ
ウ

倶
楽
部
」は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。シ
ニ
ア

世
代
の
精
神
的
な
居
場
所
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン（
ス
マ
ホ
）と
も
っ
と
仲
良
し
に
な

り
ま
し
ょ
う
。あ
な
た
の「
で
き
る
こ

と
」を
増
や
し
て
く
れ
る
道
具
に
な
り

第3部：芸能発表の部第3部：芸能発表の部 清　水　区 フォークダンスの会 フォークダンス ありふれた一日

葵　区・竜　南 上足洗シニアクラブ ハーモニカ演奏 紅葉　埴生の宿

駿河区・西豊田 西豊田シニアクラブ 舞　踊 憧れのハワイ航路

清水区・由　比 由比リズム愛好会 舞　踊 舫いの港（もやいのみなと）

葵　区・麻　機 東寿会　なかよし会 日　舞 紅の舟歌（べにのふなうた）

清水区・入　江 入江シニアクラブ 舞　踊 沖縄音頭

駿河区・川　原 川原長寿会 舞　踊 飛んでけ花笠

清　水　区 愛唱歌クラブ コーラス 花の街　真っ赤な太陽

　三区の代表８組の方々が、踊り、
ダンス、演奏、コーラスで日頃の成
果を存分に披露。拍手喝采でした。

講演会の模様は、12 月 27 日から令
和 7 年 3 月 31 日までホームページ
で視聴できます。ぜひご覧ください。

シニアクラブ静岡市
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大
会
結
果

大
会
結
果
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　この大会は 8月 30日に行われる予定でしたが、台風10号の
接近が予想されたため延期されていたものです。葵区16、駿河区
14、清水区18の合計 48チームが各地区を勝ち抜いて参加しま

した。2ゲームの合計点で
順位を争い、500点超えが
2チーム、400点台のチー
ムが14チームもある接戦
でした。（戸塚　享）

大
会
結
果

大
会
結
果3 年連続優勝の由比 T チーム3 年連続優勝の由比 T チーム

小春日和の熱戦小春日和の熱戦

順　位 区 学地区 チーム名 得　点
優　勝 清　水 由　比 由比 T 545
準優勝 駿　河 長田東 みずほ「ひまわり」 512
第３位 清　水 江　尻 江尻 483

　10 月 11 日（金）葵区松富
スポーツ広場で開催されまし
た。葵区 57 名、駿河区 56
名、清水区 66 名。合計 179
名が各区の代表として参加し
ました。
　12ホール 2ラウンドの競
技を行い、各区を勝ち抜いた
選手は1球に全力を集中して
ハイレベルな戦いを展開しま
した。皆様お疲れ様でした。

（杉浦　俊男）

ハイレベルな戦いに一喜一憂ハイレベルな戦いに一喜一憂 第 16 回 シニアクラブ静岡市　グラウンド・ゴルフ大会第 16 回 シニアクラブ静岡市　グラウンド・ゴルフ大会

順　位 区 学地区 チーム名 氏　名 スコア
優　勝 駿　河 西豊田 福寿会 武田　晋平 54
準優勝 駿　河 大　谷 大谷シニアクラブ 石野　俊男 55
第３位 葵 大河内 大河内シニアクラブ 宮原　鋭博 57

男性の部

順　位 区 学地区 チーム名 氏　名 スコア
優　勝 清　水 駒　越 駒越 大村美志江 50
準優勝 葵 西　奈 草の実会 市川　朝子 55
第３位 駿　河 西豊田 新寿会 A 大坂　妙子 55

女性の部

開催日・令和 6年 11月 27日（水）開催日・令和 6年 11月 27日（水）
会　場・静岡市中央体育館会　場・静岡市中央体育館第17回シニアクラブ静岡市輪投げ大会第17回シニアクラブ静岡市輪投げ大会
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　快晴の 12月２日（月）ちゅ〜るス
タジアム清水第 2球場で開催。明
年の「ねんりんピック岐阜 2025」
参加の予選会で葵区 12、駿河区
22、清水区 24 の 58 チームで熱戦
が繰りひろげられました。予選を 3
勝した 4チームの決戦を制したの
は駿河区西豊田の新寿会 Bチーム
でした。また、1位グループに西豊
田が 3チーム入っていることに「凄
い！」との声があちこちで聞かれま
した。（西ヶ谷光男）

１位グループ
優　勝 駿河区 西豊田 新寿会 B
準優勝 清水区 庵　原 下川原松花 A

第３位 駿河区 西豊田 新寿会 A
駿河区 大　谷 大谷シニアクラブ C

敢闘賞

清水区 飯　田 蜂ヶ谷 A
駿河区 西豊田 むつみ会 B
清水区 折　戸 潮彩 A
清水区 蒲　原 蒲原 B

2位グループ
優　勝 駿河区 西豊田 むつみ会 A
準優勝 清水区 高　部 高部押切

優　勝 駿河区 西豊田 福寿会 A
準優勝 駿河区 富士見 登呂 1楽友会 B

優　勝 清水区 船　越 南矢部
準優勝 清水区 入　江 渋川北

4位グループ

3位グループ

大会結果大会結果

第11回 シニアクラブ静岡市第11回 シニアクラブ静岡市

ペタンク大会ペタンク大会

ねんりんピックでのご活躍を期待しますねんりんピックでのご活躍を期待します

優勝新寿会 B ！西豊田強し！優勝新寿会 B ！西豊田強し！

女性会員 204 名が集結！女性会員 204 名が集結！
　7月18日（月）静岡県男女共同参画センター「あざ
れあ」にて開催しました。
　今回の事例発表は、葵区竜南学区の石田玲子さん、
駿河区森下学区の中西みかさん、清水区飯田地区の
土村巴さんの3名。多種多様な魅力的活動を紹介し
てくださりました。
　グループ協議では６名ずつのグループに分かれて、
それぞれがご自慢のクラブ活動を報告。昼食も同じメ
ンバーと召し上がっていただいたので、より深い交流
が生まれたようでした。
　午後は、順天堂大学名誉教授、日本フェルデンクラ
イス協会会長の武井正子先生による講演会。「みんな

で楽しく健康づくり・フ
レイル予防」をテーマ
に明快で引き込まれる
お話と、おなじみの「い
きいきクラブ体操」を
解説・実演していただ
きました。全員で行う
体操では、武井先生の
はつらつとしたお姿を
お手本に元気と笑顔であふれ大盛り上がり。
　５年ぶりの大規模な会でしたが、素晴らしい交流会
となりました。

三区女性会員合同交流会三区女性会員合同交流会
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　10 月 25 日（金）松富スポーツ広場にて開催されました。曇
天の中雨の心配がありましたが、24 チーム 81 名の選手は全力
投球で戦いました。ラッキーが重なり歓喜の声、アンラッキーに
よる落胆の声が飛びかう中、大会は無事終了しました。
　上位 14 チームは「ねんりんピック岐阜 2025」出場を目ざし
て 12 月 2 日（月）の市大会へ
参加します。（杉浦　俊男）

第 7 回 葵区ペタンク大会第 7 回 葵区ペタンク大会

　9月 27 日（金）静岡市中央体育館で葵区スポーツ
大会が開催されました。競技はお手玉投げ・たすきリ
レー・ボール押し・輪投げ・4色玉入れの 5種目で、
選手は全力で戦いました。各競技 40名が参加し、熱
戦の結果優勝は第 2ブロックでした。
　第2ブロックの皆様、優勝おめでとう。（杉浦　俊男）

4 色玉入れ（写真上）4 色玉入れ（写真上）
ボール押し（写真左上）ボール押し（写真左上）
輪投げ（写真左）輪投げ（写真左）

優　勝 第 2ブロック（赤） 美和　大河内　賎機　梅ヶ島　井川
準優勝 第 4ブロック（青） 安東　伝馬町　横内　駒形　玉川
第３位 第 1ブロック（桃） 服織　安西　田町
第４位 第 3ブロック（黄） 竜南　麻機　井宮　西奈

第17回 葵区スポーツ大会第17回 葵区スポーツ大会

順　位 学地区 クラブ名
優　勝 美　和 宮前クラブ
準優勝 美　和 安倍口百寿会 A

第３位
安　東 安東 A
横　内 城東町四恩会

大
会
結
果

大
会
結
果

接戦が繰り広げられました
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　駿河区ペタンク大会が 10月 22 日（火）に中島浄化センター多
目的広場で行われました。当日はやや風が強かったものの猛暑から
やっと解放されて、秋晴れのスポーツ日和でした。試合は予選リー
グと順位別トーナメントの形式で行われ30チームが参加しました。
この大会の上位 26チームは 12月に清水で行われる市大会に出場
します。（戸塚　享）

スポーツの秋を満喫

順　位 ブロック 学　区 チーム名
優　勝 Aブロック 長田東 みずほ「ひまわり」B
準優勝 Hブロック 大　谷 大谷シニアクラブ

第 3位
Dブロック 西豊田 新寿会 A
Eブロック 長田東 みずほ「ひまわり」A

　9月 26 日（木）静岡市中央体育館で、駿河区スポーツ大会が開催され
ました。９月の猛暑が予想されたため、例年 9月に行うペタンク大会を
10 月にして、体育館で行うスポーツ大会を
先に実施しました。５競技に赤、青、黄の 3ブ
ロックから各 60 名が参加し、気持ちよい汗
を流しました。結果は全組同点でした。

（戸塚　享）

第8回 駿河区ペタンク大会第8回 駿河区ペタンク大会

出
場
学
区

出
場
学
区

大
会
結
果

大
会
結
果

第 1ブロック（赤） 中島　大谷　川原　東源台
第 2ブロック（青） 西豊田　長田東　長田北　東豊田　久能
第 3ブロック（黄） 富士見　南部　森下　大里西

第17回 第17回 駿河区スポーツ大会  大接戦！駿河区スポーツ大会  大接戦！
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　競技は男女別、昼食を挟みながら 8ホール 2ラウンド 16ホールをまわ
りました。皆さん、汗だくになりながらも真剣な表情でホールインワンを
めざしクラブを振っていました。（今澤　彰）

令和 6年 9月 20日（金）令和 6年 9月 20日（金）
ちゅ〜るスタジアム清水第 2球場ちゅ〜るスタジアム清水第 2球場
205 名（男子 103名・女子 102名）205 名（男子 103名・女子 102名）

第25回 清水区グラウンド・ゴルフ大会第25回 清水区グラウンド・ゴルフ大会 猛暑の中ハッスル！猛暑の中ハッスル！

氏　名 地　区 スコア 順　位 氏　名 地　区 スコア
男

性

の

部

斉藤　英夫 駒　越 30 優　勝 女

性

の

部

森下とよ子 清　水 35
松本　理平 高　部 34 準優勝 馬野賀都江 蒲　原 36
望月　重義 岡 35 第３位 石川美和子 駒　越 36
池田　正明 蒲　原 36 第４位 宮城千鶴子 不二見 38
山田　益男 三　保 37 第５位 望月　政江 入　江 39

大
会
結
果

大
会
結
果

　最高の秋晴れの下、選手と応援団は各 21地
区のプラカードを先頭に堂々の行進。嶺保育園
児による鼓笛隊の演奏もあり盛り上がりました。
午前に3競技、昼食後にパン食いと紅白玉入れ
の競技を行いました。パン食い競技には500名
ほどが参加。パンを口に大満足の笑顔。童心に
返ったようでした。（今澤　彰）

第49回清水区スポーツ大会第49回清水区スポーツ大会 大空の下元気にプレイ大空の下元気にプレイ

10月17日（木）10月17日（木）
ちゅ〜るスタジアム清水第2球場ちゅ〜るスタジアム清水第2球場

優　勝 不二見地区
準優勝 岡地区
第３位 清水地区

2連覇大会結果大会結果

　15地区25チームで予選3ゲーム。昼食後の休憩時間を利用し、
保体専門委員から模範投技のミニ講習。雨が心配されましたが時々

青空が見える良いコンディションで行われました。前
日準備をして下
さった専門委員の
皆様に感謝しま
す。（西ヶ谷光男）

順　位 チーム名
優　勝 高部押切
準優勝 折戸　潮騒 A

第３位 岡シニアクラブ
船越　南矢部

大
会
結
果

大
会
結
果

第3回 清水区ペタンク大会第3回 清水区ペタンク大会 大接戦！高部押切チーム優勝 !!大接戦！高部押切チーム優勝 !!

令和6年11月1日（金）令和6年11月1日（金）
ちゅ〜るスタジアム清水第2球場ちゅ〜るスタジアム清水第2球場
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安
倍
川
と
さ
つ
ま
通
り
の
間
に
あ

る
田
町
５
丁
目
「
百
寿
会
」
の
会
員

数
は
58
名
で
す
。
高
齢
化
が
進
ん
で

は
い
ま
す
が
、
元
気
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

町
内
の
中
央
に「
南
公
園
」が
あ
り

ま
す
。道
路
を
挟
み
田
ん
ぼ
の
田
の

よ
う
に
４
つ
に
分
か
れ
て
い
る
珍
し

い
公
園
で
す
。こ
こ
に
は
江
戸
時
代

に
牢
屋
で
亡
く
な
っ
た
引
き
取
り
手

の
な
い
人
た
ち
が
埋
葬
さ
れ
て
い
て

桔
梗
地
蔵
菩
薩
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
園
を
明
る
く
楽
し
い
場
所

に
し
よ
う
と
、
花
壇
を
作
る
事
に
し

明
る
い
街
づ
く
り
を
目
指
す
百
寿
会

田
町
学
区

田
町
学
区    

百
寿
会
　
会
長
　

百
寿
会
　
会
長
　
森
田
　
は
ま

森
田
　
は
ま

ま
し
た
。
４
区
画
の
う
ち
の
３
つ
に

花
壇
を
設
け
、
毎
週
花
の
手
入
れ
と

公
園
の
掃
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年

に
６
回
の
花
の
植
え
替
え
の
時
に

「
今
度
は
ど
ん
な
色
ど
り
に
し
よ
う

か
し
ら
…
」
と
悩
む
の
も
私
た
ち
の

楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。
作
業
中
、
通

り
か
か
っ
た
方
に
「
い
つ
も
綺
麗
だ

ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
園

に
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
等
の
遊
具
が

あ
り
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
談
笑

や
、
子
供
た
ち
の
元
気
な
声
が
あ
ふ

れ
、
ま
た
近
隣
の
介
護
施
設
の
人
た

ち
の
憩
い
の
場

に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な

中
で
、
花
壇
が

癒
し
と
し
て
役

立
っ
て
る
と
感

じ
み
ん
な
で
喜

ん
で
い
ま
す
。

　

毎
週
月
曜
に

は
花
を
見
な
が

ら
、
大
会
で
の

上
位
入
賞
目
指

し
、
輪
投
げ
の

練
習
も
し
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
、
町
内
会
と
協
力
し
て
、

新
年
会
・
桜
見
会
・
夏
祭
り
に
出
店
・

運
動
会
の
応
援
や
終
わ
っ
た
後
の
お

楽
し
み
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
寸
劇
を
披
露
す
る
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
ま
す
。
葵
区
の
芸
能
発
表

会
で
も
、「
東
京
だ
よ
お
っ
か
さ
ん
」

や
「
潮
来
花
嫁
さ
ん
」
の
歌
謡
シ
ョ

ー
で
、
花
嫁
花
婿
に
扮
し
た
り
、
お

か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
の
お
面
を
か
ぶ
り
、

舞
台
狭
し
と
歌
や
踊
り
で
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
我
が
「
百
寿
会
」
は
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
共
に
、

自
分
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
元
気
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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有
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
は

「
健
康
」「
文
化
」「
地
域
」
の
３
つ

が
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
健
康
活
動
」。
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
週
２
回
有
東
山

公
園
で
行
い
、
駿
河
区
や
市
の
大
会

に
も
出
場
し
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

輪
投
げ
は
、
毎
週
土
曜
日
に
公
民
館

で
行
い
、
得
点
を
毎
回
記
録
し
参
加

者
の
上
達
ぶ
り
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

結
果
、
６
月
の
駿
河
区
大
会
で
は
、

２
位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
他

に
も
、
ペ
タ
ン
ク
、
ラ
ジ
オ
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
活
動
は
単
に

体
を
動
か
す
だ
け
で
は
な
く
、
高
得

点
を
狙
う
集
中
力
、
点
数
計
算
を
瞬

融
和
と
連
携
で
楽
し
く
活
動
中
！

富
士
見
学
区

富
士
見
学
区    

有
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
会
長
　

有
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
会
長
　
遠
藤
　
政
志

遠
藤
　
政
志

時
に
行
う
な
ど
、
認
知
症
予

防
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
「
文
化
活
動
」
で
は
、
手
芸

部
が
毎
月
２
回
、
会
員
が
講

師
と
な
り
、
翌
年
の
干
支
の

ち
り
め
ん
細
工
の
置
物
・
吊
る
し

雛
・
ご
祝
儀
袋
等
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
９
月
の
合
同
作
品
展
に
出

品
し
た
り
、
有
東
神
社
の
お
日
待
ち

祭
で
展
示
販
売
を
行
い
祭
り
に
花
を

添
え
て
い
ま
す
。
コ
ー
ラ
ス
部
は
、

会
員
の
約
１
／
３
に
あ
た
る
16
名

が
、
毎
月
２
回
、
公
民
館
で
約
２
時

間
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
発
表

は
、
合
同
芸
能
発
表
会
・
お
楽
し
み

演
芸
会
・
町
内
で
は
夏
祭
り
に
出
演

し
拍
手
喝
采
。
祭
り
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。
踊
り
は
「
み
ど
り
会
」
と

い
う
名
称
で
、毎
月
２
回
７
名
の
会

員
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。発
表

の
場
は
、
コ
ー
ラ
ス
部
と
同
様
で
す

が
、先
日
町
内
に
あ
る
介
護
施
設
で

披
露
し
た
と
こ
ろ
、大
変
好
評
で
し

た
。元
会
員
で
今
年
茶
寿（
１
０
８

歳
）の
方
も
入
居
し
て
い
て
、と
て

も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
さ

ん
の
笑
顔
が
う
れ
し
く
て
、次
回
の

訪
問
を
楽
し
み
に
練
習
に
も
熱
が
入

っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
活
動
」
は
、
毎
月
１
回
の

有
東
山
周
辺
の
掃
除
、
年
５
回
の
子

ど
も
食
堂
の
支
援
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
活
動
を
通

じ
て
、
会
員
相
互
の
融
和
と
連
携
を

深
め
る
と
共
に
、
地
域
社
会
に
役
立

つ
事
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。



ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
《
清
水
区
》

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
《
清
水
区
》

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（13）第 40 号 市 老 連 だ よ り 令和 7 年 1 月発行

　

折
戸
は
三
保
半
島
の
入
口
に
あ

る
小
さ
な
町
で
す
。世
帯
数
は
１
，

９
４
９
世
帯
、
人
口
は
３
，５
５
８

人
、
大
き
な
会
社
、
工
場
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
学
校
が
多
く
、
小
・
中
・

高
・
専
門
学
校
・
大
学
が
あ
り
ま
す
。

東
は
駿
河
湾
、
西
は
折
戸
湾
に
面
し
、

世
界
遺
産
の
富
士
山
が
見
え
る
風
光

明
媚
な
学
園
の
町
で
す
。
気
候
は
温

暖
で
昔
か
ら
野
菜
の
栽
培
と
漁
業
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治

以
後
温
室
栽
培
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
、

人
間
関
係
構
築
で
会
員
増
・
活
発
な
活
動
を
！

折
戸
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　

折
戸
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
中
田
　
昭
彦

中
田
　
昭
彦

現
在
で
も
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、
枝
豆

等
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

に
は
徳
川
家
康
に
ナ
ス
を
献
上
し
、

一
富
士
二
鷹
三
茄
子
の
ナ
ス
は
折
戸

ナ
ス
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
折
戸
に

は
歌
が
あ
り
ま
す
。
歌
詞
は
「
朝
、

昼
、
夕
べ
と
何
時
見
て
も
富
士
の
お

山
は
い
い
も
ん
だ
、
学
校
の
庭
か
ら

家
庭
か
ら
富
士
を
仰
い
で
お
早
う
さ

ん
、
い
つ
も
笑
顔
で
あ
け
る
町
」
富

士
山
が
い
つ
も
身
近
に
あ
る
の
が
折

戸
で
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
３
単
老

１
０
８
名
と
小
さ
い
ク
ラ
ブ

で
す
。
自
治
会
と
は
緊
密
な

協
調
関
係
に
あ
り
ま
す
。
毎

月
定
例
の
役
員
会
、
集
い
、

女
性
の
会
を
羽
衣
荘
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自

治
会
の
行
事
に
は
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
折
戸
に
は
自
分
た
ち

で
管
理
し
て
い
る
広
い
芝

生
の
公
園
が
あ
り
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が
盛
ん
で
す
。

シ
ニ
ア
の
主
催
は
毎
週
金
曜

日
で
す
が
、
月
・
木
曜
日
も
、

ほ
ぼ
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
、

雨
が
降
ら
な
い
限
り
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
近
隣
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
折

戸
公
園
で
は
週
２
回
ク
ロ
ッ
ケ
ー
を
、

羽
衣
荘
広
場
で
は
週
１
回
ペ
タ
ン
ク

を
実
施
、
こ
の
他
に
も
羽
衣
荘
事
業

と
の
連
携
を
図
り
、
輪
投
げ
、
ス
カ

ッ
ト
ボ
ー
ル
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

奉
仕
活
動
は
羽
衣
荘
、
交
流
館
の
草

取
り
、
海
岸
、
三
保
松
原
清
掃
を
行

っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
児
童
と
の

交
流
も
実
施
、
お
互
い
に
元
気
と
癒

し
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

会
計
に
つ
い
て
は
、
３
単
老
あ
り

ま
す
が
連
合
で
取
り
ま
と
め
、
単
老

会
計
の
負
担
軽
減
を
計
っ
て
い
ま
す
。

　

折
戸
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
人
間

関
係
構
築
こ
そ
が
会
員
増
、
ク
ラ
ブ

の
運
営
に
重
要
だ
と
考
え
、
日
々
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

広い芝生の「潮彩公園」でのびのびプレー。気持ちいい !!広い芝生の「潮彩公園」でのびのびプレー。気持ちいい !!

ビニールハウスと富士山ビニールハウスと富士山
どちらも折戸の誇りですどちらも折戸の誇りです



活
動
紹
介

活
動
紹
介
《《
葵
区
・
駿
河
区
／

葵
区
・
駿
河
区
／
清
水
区
》

清
水
区
》

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第 40 号（14）市 老 連 だ よ り令和 7 年 1 月発行

　今年も 11月 13 日（水）〜 17日（日）の 5日間、静岡市民
ギャラリーをお借りして、両区の会員による手作りの作品が
展示されました。
　第 1〜第 4展示室に「絵画・手芸と工芸・書道と写真」等が
展示され、中には説明書きが付いている作品もあり出展者の
心配りに、作品への理解が深まり楽しく拝見できました。
　天気にも恵まれ、トラブルもなく17日（日）12時に展示を

終了。午後 1時より展示室別に担当者が配置され、作品
の返還の作業が開始。出展者に作品が間違いが無いよ
うに返還する作業が続きました。全ての作品が返還さ
れた後、主催者より、両区の実行委員に対し労をねぎ
らう感謝の言葉があり幕を閉じました。（安藏　忠夫）

　11月8日（金）から11日（月）の4日間、はー
とぴあ清水 6階の多目的ホールで開催されま
した。作品は絵画、写真、書道、文芸、手芸、
工芸、共同グループ作品の 180 点が、シニア
クラブの地区、グループごとに展示されていま
した。多くの人の手による大きな作品から、細
かい手芸作品など、見学された人達が時間をか
け熱心に見られていました。昨年よりも展示数
も多く、展示方法も工夫されていて和やかな雰
囲気の中での作品展になりました。
　会場の準備、受付を担当された皆様、ありが
とうございました。（西ヶ谷光男）

清水福祉総合文化祭作品展清水福祉総合文化祭作品展

汗と涙の見事な手作り作品汗と涙の見事な手作り作品第19回葵区・駿河区 合同作品展第19回葵区・駿河区 合同作品展



シ
ニ
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ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
活
動

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
活
動

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（15）第 40 号 市 老 連 だ よ り 令和 7 年 1 月発行

た
。
子
供
と

一
緒
に
来
た

ら
時
間
が
い

く
ら
あ
っ
て

も
足
り
な
さ

そ
う
で
す
。

　

紅
葉
は
盛

り
を
少
し
過

ぎ
て
い
ま
し

た
が
、
美
し

い
景
色
を
た

く
さ
ん
見
る

こ
と
が
で
き

て
充
実
し
た

一
日
で
し
た
。

最
後
は
富
士

川
Ｓ
Ａ
で
夕

焼
け
富
士

が
見
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

（
戸
塚　

享
）

　

今
年
の
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
11

月
29
日（
金
）、錦
秋
の
箱
根
路
を
訪

ね
る
旅
に
、
総
勢
３
２
６
名
バ
ス
９

台
を
連
ね
て
の
開
催
で
し
た
。

　

沼
津
Ｉ
Ｃ
か
ら
伊
豆
縦
貫
道
、
国

道
１
号
を
経
由
し
て
、
最
初
の
見
学

～恩賜箱根公園ウォーキングと～恩賜箱根公園ウォーキングと
かまぼこ名店ご昼食～かまぼこ名店ご昼食～

地
「
恩
賜
箱
根
公
園
」
に
到
着
し
ま

し
た
。
こ
の
公
園
は
箱
根
関
所
跡
に

隣
接
し
た
湖
に
突
き
出
た
半
島
の
よ

う
な
塔
ヶ
島
に
あ
り
皇
室
の
離
宮
で

し
た
が
、
戦
後
は
神
奈
川
県
が
公
園

と
し
て
一
般
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

園
内
は
離
宮
当
時
の
地
形
や
遺
構

を
生
か
し
て
整
備
さ
れ
、
数
々
の
植

物
と
芦
ノ
湖
や
周
り
を
囲
む
箱
根
外

輪
山
、
富
士
の
峰
の
眺
望
を
堪
能
で

き
ま
す
。
園
路
も
緩
や
か
な
も
の
か

ら
健
脚
向
き
ま
で
あ
っ
て
各
自
の
体

力
に
合
わ
せ
て
た
っ
ぷ
り
２
時
間
の

散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

気
温
は
低
か
っ
た
で
す
が
風
も
な

く
日
差
し
も
穏
や
か
で
、
体
も
十
分

温
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
昼
食
で
す
。
場

所
は
箱
根
駅
伝
の
中
継
所
で
お
な
じ

み
の
「
鈴
廣
か
ま
ぼ
こ
の
里
」
で
す
。

金
目
鯛
の
炙
り
飯
膳
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
隣
に
あ
る
か
ま
ぼ

こ
博
物
館
に
も
い
き
ま
し
た
。
２
階

の
か
ま
ぼ
こ
板
絵
美
術

館
に
は
か
わ
い
い
絵
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
見
学
地
は

「
生
命
の
星
・
地
球
博

物
館
」で
す
。地
球
の

歴
史
を
大
き
な
化
石
や

岩
石
の
標
本
で
わ
か
り

や
す
く
表
現
し
て
あ
っ

て
見
応
え
が
あ
り
ま
し

第8回 シニアクラブ静岡市交流ウォーキング第8回 シニアクラブ静岡市交流ウォーキング



静
岡
の
元
気
人

静
岡
の
元
気
人

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第 40 号（16）市 老 連 だ よ り令和 7 年 1 月発行

　

取
材
の
場
所
に
指
定
さ
れ
た
鎌

田
公
民
館
に
到
着
す
る
と
、
自
転

車
に
荷
物
を
積
ん
だ
女
性
が
一
人

待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ご
挨
拶
を
す
る
と
そ
れ
が
高
橋
さ

ん
で
し
た
。
初
対
面
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け

て
気
さ
く
に
話
し
て
い
た
だ
け
た

の
で
こ
ち
ら

の
緊
張
も
自

然
と
ほ
ぐ
れ

ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん

は
昭
和
11
年

生
ま
れ
88
歳

で
米
寿
で
す
。
ご
主
人
と
娘
さ
ん

お
孫
さ
ん
の
4
人
で
丸
子
に
お
住

ま
い
で
す
。
群
馬
出
身
で
昭
和
35

年
に
静
鉄
に
お
勤
め
の
ご
主
人
と

の
結
婚
の
た
め
静
岡
に
移
り
ま
し

た
。
七
夕
豪
雨
で
は
床
上
浸
水
の

被
害
に
も
遭
わ
れ
た
よ
う
で
す

が
、
温
暖
な
気
候
の
静
岡
の
地
を

と
て
も
愛
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

お
若
い
と
き
か
ら
地
域
の
た
め

に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
主
な
も
の
で

も
婦
人
会
会
長
、
国
民
年
金
協
力

委
員
、
民
生
委
員
な
ど
を
長
年
お

つ
と
め
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
年

金
協
力
委
員
は
14
年
に
わ
た
り
丸

子
地
区
の
一
軒
一
軒
を
訪
問
し
て

集
金
す
る
仕
事
は
苦
労
も
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

今
の
一
番
の
楽
し
み
は
長
年

に
わ
た
っ
て
お
稽
古
を
し
て
い
る

踊
り
で
す
。長
田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
踊
り
の
講
座
に
参
加
し
て

25
年
続
い
て
い
ま
す
。学
区
外
の

丸
子
か
ら
鎌
田
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
加
入
し
て
活
動
し
て
い
る
の
も
、

こ
こ
に
踊
り
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。毎
年
の
合
同
芸
能

発
表
会
を
は
じ
め
と
し
て
学
区
総

会
や
単
老
定
例
会
な
ど
で
艶
や
か

な
舞
姿
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
2
回
施
設
で
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
ご
主
人
と
励
む
高
橋
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
ご
夫
婦
そ
ろ
っ

て
お
元
気
で
楽
し
い
人
生
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

（
戸
塚　

享
）

おどりの会のみなさんと

連載シリーズ － 第37回 －

高橋トヨ子さん（88歳）
駿河区　長田東学区
鎌田喜楽会

静岡の
元気人

艷
や
か
な
舞
姿



こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す
！

こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す
！

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（17）第 40 号 市 老 連 だ よ り 令和 7 年 1 月発行

　

10
年
前
、
町
内
の
歴
史
資

料
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
方

が
い
ま
し
た
。
そ
の
資
料
を

誰
か
引
き
継
い
で
も
ら
い
た

い
と
い
う
願
望
で
し
た
。
そ

れ
で
は
私
が
遺
志
を
引
き
継
ご
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

　

ど
う
い
う
形
で
残
そ
う
か
と
思
案
の
結
果
、
い
つ
ど
こ

で
も
気
軽
に
資
料
の
保
管
と
説
明
が
で
き
る
方
法
と
い
う

事
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
、
説
明
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
う
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　

幸
い
15
年
前
に
デ
ジ
カ
メ
は
買
っ
て
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン

も
少
し
は
で
き
る
。
家
庭
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
は
市
販
品

を
購
入
。
準
備
は
で
き
た
。

　

み
ん
な
の
前
で
パ
ソ
コ
ン
の
情
報
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
広
い
画
面
に
投
影
し
説
明
し
て
い
る
姿
を
想
像
し
取
り

組
ん
で
５
年
。
よ
う
や
く
「
北
矢
部
町
誌
」
67
ペ
ー
ジ
、

「
年
表
」
７
ペ
ー
ジ
が
完

成
。
10
月
６
日
、
自
治

会
館
で
お
披
露
目
。
大

き
な
画
面
に
映
し
出
さ

れ
た
写
真
や
記
事
を
発

表
。
感
無
量
で
し
た
。

　

カ
ラ
ー
写
真
は
令
和

６
年
度
お
月
見
の
会
で

の
演
奏
風
景
で
す
。
私

考
案
の
治じ

ぐ具
を
ギ
タ
ー

に
取
り
付
け
、
ギ
タ
ー

と
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
同
時

演
奏
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
す
。
当
日

は
演
歌
な
ど
６
曲
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

白
黒
写
真
は
掛
川
市
の
城き
と
う東
中
学
時
代
、
盆
踊
り
の
櫓
や
ぐ
ら

の
上
で
音
楽
の
先
生
と
村
の
若
者
の
歌
に
合
わ
せ
て
伴
奏

し
た
時
の
様
子
で
す
。
ギ
タ
ー
も
ハ
ー
モ
ニ
カ
も
小
学
生

の
と
き
に
兄
達
に
教
わ
り
ま
し
た
。
特
に
ギ
タ
ー
は
珍
し

く
、
当
時
遠
州
の
片
田
舎
に
は
我
が
家
に
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
ギ
タ
ー
の
置
い
て
あ
る
店
に
行
く
と

つ
い
手
に
取
っ
て
し
ま
う
。
鉄
鋼
の
技
術
指
導
で
マ
レ
ー

シ
ア
に
滞
在
し
た
と
き
、

現
地
人
の
結
婚
式
に
招
か

れ
て
ペ
ナ
ン
の
ホ
テ
ル
で

日
本
の
曲
を
弾
い
た
こ
と

や
銀
座
の
バ
ー
に
先
輩
と

出
向
き
、
他
の
客
の
歌
の

伴
奏
を
し
た
と
こ
ろ
、
二

人
と
も
飲
み
代
が
タ
ダ
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
、
思
い

出
が
多
い
で
す
。

　
葵
区
　
安
東
学
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
し
の
の
め

赤
堀
　
明
夫
（
83
歳
）

人
生
は
ギ
タ
ー
と
共
に

清
水
区
　
清
水
地
区
　
北
矢
部
老
人
ク
ラ
ブ

池
谷
　
　
輝

我
が
町
の
歴
史
書
完
成
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会
員
文
芸

会
員
文
芸

俳

句

清
水
区
　
辻
地
区
　
辻

清
水
区
　
辻
地
区
　
辻
66
区
長
寿
会

区
長
寿
会
　
平
岡
美
恵
子

　
平
岡
美
恵
子

夏
の
空
星
一
面
に
月
明
り

夏
の
空
星
一
面
に
月
明
り

葵
区
　
安
東
学
区
　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

葵
区
　
安
東
学
区
　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　　
飯
田
　
正
弘

飯
田
　
正
弘

米
寿
の
日
い
ま
を
盛
り
と
蝉
時
雨

米
寿
の
日
い
ま
を
盛
り
と
蝉
時
雨

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会
　
小
澤
　
と
よ

　
小
澤
　
と
よ

季
節
来
て
咲
く
花
々
は
神
佛

季
節
来
て
咲
く
花
々
は
神
佛

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会
　　
堺
　
八
重
子

堺
　
八
重
子

青
空
に
赤
水
の
滝
紅
葉
映
え

青
空
に
赤
水
の
滝
紅
葉
映
え

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会
　
寺
尾
　
か
よ

　
寺
尾
　
か
よ

金
木
犀
匂
い
に
つ
ら
れ
歩
き
出
す

金
木
犀
匂
い
に
つ
ら
れ
歩
き
出
す

清
水
区
　
不
二
見
地
区
　
日
立
町
八
千
代
会

清
水
区
　
不
二
見
地
区
　
日
立
町
八
千
代
会
　
柴
　
　
律
子

　
柴
　
　
律
子

永
ら
へ
て
ま
た
趣
味
を
得
て
夏
に
入
る

永
ら
へ
て
ま
た
趣
味
を
得
て
夏
に
入
る

清
水
区
　
清
水
地
区
　
八
千
代
町
長
寿
会

清
水
区
　
清
水
地
区
　
八
千
代
町
長
寿
会
　
西
ヶ
谷
光
男

　
西
ヶ
谷
光
男

八
十
路
坂
越
え
て
感
謝
の
初
日
の
出

八
十
路
坂
越
え
て
感
謝
の
初
日
の
出

清
水
区
　

清
水
区
　
清
水
地
区
　
八
千
代
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

清
水
地
区
　
八
千
代
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
高
山
　
君
江

　
高
山
　
君
江

猫
と
寝
る
湯
た
ん
ぽ
程
の
暖
か
さ

猫
と
寝
る
湯
た
ん
ぽ
程
の
暖
か
さ

葵
区
　
田
町
学
区
　
第
二
長
生
会

葵
区
　
田
町
学
区
　
第
二
長
生
会
　
遠
藤
　
昭
二

　
遠
藤
　
昭
二

正
月
や
茜
に
染
ま
る
富
士
の
山

正
月
や
茜
に
染
ま
る
富
士
の
山

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
岩
田
　
幸
子

　
岩
田
　
幸
子

納
涼
祭
北
国
の
春
大
熱
唱

納
涼
祭
北
国
の
春
大
熱
唱

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
宇
佐
美
千
代
子

　
宇
佐
美
千
代
子

風
鈴
の
涼
呼
ぶ
う
た
う
窓
辺
か
な

風
鈴
の
涼
呼
ぶ
う
た
う
窓
辺
か
な

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
前
田
か
ね
子

　
前
田
か
ね
子

汗
ま
み
れ
風
死
す
中
で
ボ
ー
ル
打
つ

汗
ま
み
れ
風
死
す
中
で
ボ
ー
ル
打
つ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
山
田
　
眞
平

　
山
田
　
眞
平

秋
風
の
中
で
聞
こ
え
る
法
師
蝉

秋
風
の
中
で
聞
こ
え
る
法
師
蝉

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
大
石
　
芳
典

　
大
石
　
芳
典

七
夕
の
空
の
広
さ
も
俺
の
む
ね

七
夕
の
空
の
広
さ
も
俺
の
む
ね

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
富
美
子

　
鈴
木
富
美
子

金
木
犀
バ
ス
待
つ
人
に
香
り
立
つ

金
木
犀
バ
ス
待
つ
人
に
香
り
立
つ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
長
谷
川
君
江

　
長
谷
川
君
江

七
夕
に
健
康
願
い
百
歳
め
ざ
し

七
夕
に
健
康
願
い
百
歳
め
ざ
し

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
洞
口
　
陽
子

　
洞
口
　
陽
子

朝
は
や
く
ク
ー
ラ
ー
回
転
う
な
ぎ
食
べ

朝
は
や
く
ク
ー
ラ
ー
回
転
う
な
ぎ
食
べ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
井
芹
　
光
子

　
井
芹
　
光
子

暑
さ
に
も
負
け
ず
笑
顔
で
納
涼
祭

暑
さ
に
も
負
け
ず
笑
顔
で
納
涼
祭

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
川
井
　
曻

　
川
井
　
曻

コ
ウ
ロ
ギ
や
人
の
気
配
も
な
い
隣
家

コ
ウ
ロ
ギ
や
人
の
気
配
も
な
い
隣
家

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
七
種
カ
ズ
子

　
七
種
カ
ズ
子

七
夕
が
こ
ん
な
に
楽
し
い
生
き
生
き
と

七
夕
が
こ
ん
な
に
楽
し
い
生
き
生
き
と

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
工
島
　
理
廣

　
工
島
　
理
廣

川
の
中
寄
る
年
波
に
一
歩
出
ず

川
の
中
寄
る
年
波
に
一
歩
出
ず

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
行
雄

　
鈴
木
　
行
雄

鷹
は
知
る
彼
岸
花
咲
き
渡
る
時

鷹
は
知
る
彼
岸
花
咲
き
渡
る
時

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
川
井
　
玲
子

　
川
井
　
玲
子

雨
上
が
る
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
鳴
き
始
め

雨
上
が
る
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
鳴
き
始
め

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
水
野
　
敏
男

　
水
野
　
敏
男

バ
ス
停
に
日
傘
忘
れ
し
墓
参
り

バ
ス
停
に
日
傘
忘
れ
し
墓
参
り
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葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
城
内
　
良
子

　
城
内
　
良
子

大
合
唱
昭
和
の
時
代
を
懐
か
し
む

大
合
唱
昭
和
の
時
代
を
懐
か
し
む

葵
区
　
安
東
学
区
　
さ
つ
き
会

葵
区
　
安
東
学
区
　
さ
つ
き
会
　
杉
山
　
篤
男

　
杉
山
　
篤
男

豪
雨
止
み
し
ば
し
聞
き
入
る
虫
の
声

豪
雨
止
み
し
ば
し
聞
き
入
る
虫
の
声

葵
区
　
安
東
学
区
　
寿
会

葵
区
　
安
東
学
区
　
寿
会
　
瀬
本
　
玉
子

　
瀬
本
　
玉
子

晩
秋
の
暮
れ
ゆ
く
空
や
う
ら
寂
し

晩
秋
の
暮
れ
ゆ
く
空
や
う
ら
寂
し

葵
区
　
安
東
学
区
　
寿
会

葵
区
　
安
東
学
区
　
寿
会
　
滝
浪
　
伸
恵

　
滝
浪
　
伸
恵

烏
瓜
夕
日
に
染
ま
り
な
ほ
朱
し

烏
瓜
夕
日
に
染
ま
り
な
ほ
朱
し

葵
区
　
安
東
学
区
　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

葵
区
　
安
東
学
区
　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　
倉
戸
　
照
夫

　
倉
戸
　
照
夫

人
住
ま
ぬ
隣
家
寂
し
き
秋
の
暮

人
住
ま
ぬ
隣
家
寂
し
き
秋
の
暮

葵
区
　
安
東
学
区
　
し
の
の
め
ク
ラ
ブ

葵
区
　
安
東
学
区
　
し
の
の
め
ク
ラ
ブ
　
朝
倉
　
司
郎

　
朝
倉
　
司
郎

八
十
路
な
か
身
に
沁
む
夢
の
多
か
り
き

八
十
路
な
か
身
に
沁
む
夢
の
多
か
り
き

葵
区
　
安
東
学
区
　
し
の
の
め
ク
ラ
ブ

葵
区
　
安
東
学
区
　
し
の
の
め
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
健
仁

　
鈴
木
　
健
仁

山
影
の
延
び
て
暮
れ
ゆ
く
里
の
秋

山
影
の
延
び
て
暮
れ
ゆ
く
里
の
秋

　　
清
水
区
　
入
江
地
区
　
新
富
町
若
宮
ク
ラ
ブ

清
水
区
　
入
江
地
区
　
新
富
町
若
宮
ク
ラ
ブ
　
横
山
　
嘉
廣

　
横
山
　
嘉
廣

年
金
日
お
れ
お
れ
サ
ギ
が
ね
ら
っ
て
る

年
金
日
お
れ
お
れ
サ
ギ
が
ね
ら
っ
て
る

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会
　
佐
藤
　
郁
江

　
佐
藤
　
郁
江

コ
ロ
コ
ロ
と
気
温
の
差
に
は
つ
い
て
行
け
ぬ

コ
ロ
コ
ロ
と
気
温
の
差
に
は
つ
い
て
行
け
ぬ

清
水
区
　
清
水
地
区
　
八
千
代
町
長
寿
会

清
水
区
　
清
水
地
区
　
八
千
代
町
長
寿
会
　
西
ヶ
谷
光
男

　
西
ヶ
谷
光
男

今
年
こ
そ
ど
こ
ま
で
続
く
今
年
こ
そ

今
年
こ
そ
ど
こ
ま
で
続
く
今
年
こ
そ

川

柳

清
水
区
　
駒
越
地
区
　
北
町
親
和
会

清
水
区
　
駒
越
地
区
　
北
町
親
和
会
　
北
村
す
ゑ
子

　
北
村
す
ゑ
子

夏
祭
り
ゆ
か
た
姿
も
あ
で
や
か
に

夏
祭
り
ゆ
か
た
姿
も
あ
で
や
か
に

　
　
今
年
も
歳
を
忘
れ
て
お
ど
る

　
　
今
年
も
歳
を
忘
れ
て
お
ど
る

清
水
区
　
折
戸
地
区
　
折
戸
第
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

清
水
区
　
折
戸
地
区
　
折
戸
第
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
柴
田
ま
ち
子

　
柴
田
ま
ち
子

意
の
ま
ま
に
止
ま
ら
ぬ
球
の
視
線
に
は

意
の
ま
ま
に
止
ま
ら
ぬ
球
の
視
線
に
は

　
　
赤
と
ん
ぼ
舞
う
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

　
　
赤
と
ん
ぼ
舞
う
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

短

歌

清
水
区
　
清
水
地
区
　
八
千
代
町
長
寿
会

清
水
区
　
清
水
地
区
　
八
千
代
町
長
寿
会
　
西
ヶ
谷
光
男

　
西
ヶ
谷
光
男

新
た
な
る
年
を
迎
へ
る
こ
の
身
体

新
た
な
る
年
を
迎
へ
る
こ
の
身
体

　
　
労
わ
り
な
が
ら
友
へ
挨
拶

　
　
労
わ
り
な
が
ら
友
へ
挨
拶

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会
　
石
川
　
惟
乃

　
石
川
　
惟
乃

大
空
に
白
く
て
き
れ
い
な
雲
が
出
る

大
空
に
白
く
て
き
れ
い
な
雲
が
出
る

　
　
子
供
の
頃
の
綿
菓
子
想
う

　
　
子
供
の
頃
の
綿
菓
子
想
う

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
土
田
　
顕
彰

　
土
田
　
顕
彰

身
の
弱
気
亡
母
に
は
あ
れ
ど
人
前
に

身
の
弱
気
亡
母
に
は
あ
れ
ど
人
前
に

　
　
民
謡
唄
い
し
笑
顔
を
想
う

　
　
民
謡
唄
い
し
笑
顔
を
想
う

前
回
前
回
3939
号
の
会
員
文
芸
に
掲
載
し
た
倉
戸
照
夫
さ
ん
に

号
の
会
員
文
芸
に
掲
載
し
た
倉
戸
照
夫
さ
ん
に

よ
る
俳
句
に
表
記
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

よ
る
俳
句
に
表
記
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誤
：
誤
：
緑
蔭
や
旬
心
萌
す
時
を
待
つ

緑
蔭
や
旬
心
萌
す
時
を
待
つ

正
：
正
：
緑
蔭
や
句
心
萌
す
時
を
待
つ

緑
蔭
や
句
心
萌
す
時
を
待
つ

クロスワード
パズル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者
（
敬
称
略
）

石
川
　
時
雄
　
　
松
本
　
英
伸
　
　
青
木
　
雅
枝

佐
藤
エ
イ
子
　
　
石
川
　
和
惠
　
　
遠
藤
　
正
子

近
藤
　
裕
子
　
　
久
保
山
泰
宏
　
　
大
野
　
博
子

水
野
　
彰
子

前
回
の
答
え

ナ
ツ
マ
ツ
リ

◎短歌・俳句・川柳を寄稿ください。
　※なお多くの方々の作品を掲載 
　したいため 1 人各 1 点でお願い 
　します。
◎楷書で正確にご記入下さい。
◎原稿には本文の前に題名・学地 
　区・クラブ名・筆者・電話番号 
　も必ずご記入ください。
◎原稿の採否・一部削除などは広 
　報専門委員会にお任せ願います。
◎原稿はお返しいたしませんので、 
　あらかじめコピーをとっておい 
　てください。
◎「この記事が良かった」「こんな 
　記事が読みたい（特集を組んでほ 
　しい）」など、ご意見、ご要望を 
　お待ちしています。（紙面上にて 
　適宜ご紹介させていただきます）

〒 420-0854
　静岡市葵区城内町 1 番 1 号
　静岡市中央福祉センター 3 階
シニアクラブ静岡市事務局

原 稿 募 集



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第 40 号（20）市 老 連 だ よ り令和 7 年 1 月発行

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り 

」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協

賛
頂
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い

の
向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
は
、記
録
的
な
猛
暑
日
続
き
で
、

熱
中
症
の
心
配
も
あ
り
、
思
い
通
り
の
活
動

が
出
来
な
い
皆
様
も
い
た
と
思
い
ま
す
。
全

国
的
に
大
雨
の
被
害
も
あ
り
、
異
常
気
象
の

夏
で
し
た
。

　

市
老
連
だ
よ
り
40
号
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
。
今
回
は
三
区
女
性
会
員
交
流
会
の
武
井

正
子
先
生
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
の
若
宮
正

子
先
生
と
、
女
性
講
師
の
若
々
し
さ
と
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
に
驚
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
も
、ま
ず
は
外
に
出
る
こ
と
、

地
区
の
活
動
に
参
加
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、話
し
、笑
い
、少
し
で
も
体
を
動

か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。会
員
を
増
や
す
た

め
に
も
、こ
の
会
報
紙
で
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
、知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大

切
で
す
。一
言
声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
榎
本　

昭
子
）

◎
戸
塚
　
　
享
（
駿
河
区
　
東
豊
田
）

○
西
ヶ
谷
光
男
（
清
水
区
　
清
　
水
）

　
杉
浦
　
俊
男
（
葵
　
区
　
安
　
東
）

安
藏
　
忠
夫
（
葵
　
区
　
美
　
和
）

　
榎
本
　
昭
子
（
駿
河
区
　
富
士
見
）

　
今
澤
　
　
彰
（
清
水
区
　
蒲
　
原
）

◎
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長

編
集
後
記

編
集
後
記

活動活性化のための検討会開催活動活性化のための検討会開催

　学識経験者（下記
参照）・行政（市高齢
者福祉課）・シニアク
ラブ静岡市役員の三
者による検討会が7
月 16 日・11 月８日
の２回開催されシニアクラブ活性化のための方向性
が提案されました。主な内容は、①[広域化]と②[趣
味クラブ ]の承認です。今後は、具体化に向けてシニ
アクラブで議論を深めて行くことになりました。
学識経験者：自治会連合会会長、ワーカーズコープ
静岡駿河事務所長、横浜市シルバー人材センター理
事長他

ねんりんピックで大健闘ねんりんピックで大健闘

　10月19日・20日、ねんりんピック鳥取 2024
ペタンク交流大会に、静岡市を代表して小松会（駿
河区）が出場しました。結果は、2年ぶりの好成績、
上位入賞ベスト16となり記念のメダルが授与され
ました。これも、日ごろ熱心に練習を重ねてきた4
人の選手の皆さんの努力のたまものです。
　おめでとうございます！


